
SELECTED STUDENTS'WORKS 

from studio course 2004 

TAKEYAMA STUDIO "MANGA MUSEUM KYOTO" 

AK旧IKOAKAHORI 

SACHIKO KIMURA 

TAKAMATSU STUDIO "SILENCE AND VERBOSITY" 

TAKAHIRO OKA 

KEI TANAKA 

MASAYOSHI NAKANISHI 

スタジオコース

学部の 4回生は毎年「スタジオコース」と呼ばれる設計演習課題に取り組む

ことになる。

それぞれの担当教官が独自のテーマを設定し、学生はそのテーマに応じて、

自らの望むコースを所属する研究室に関係なく自由に選択するといった、い

わば卒業設計の前哨戦だ。

その様々な作品の中から、 3コース 7名の作品をここに紹介する。

MUNEMOTO STUDIO "SCENERY AND ARCHITECTURE IN TIME" 

SHOHEI SUG旧ARA

KEISUKE TATSUOKA 

STUDIO COURSE 

In the 4th grade, undergraduate students take the design 

class called'studio course' 

Each professor sets up his original subject, and students 

select freely regardness of their laboratory. 

These studios, so called, are'the preliminary skirmish'of 

diploma projects. 

We will introduce 7 works among the various courses. 
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丁akeyamaStudio 2005 
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SEQUENTIAL DENSITY Akihiko AKAHORI 



丁akeyamaStudio 2005 



瓢 CONCEPT

人の砂きを作り出す

り抜ける釈の利用者も含めて

内部にいる人の呉味と

広場で行われる たくさんのイベント

として 利用する，、 夜間には

見る、読む、探す、励＜

なActivityの中て見る、

闊USe国内の糠々なActivityおよひ
Sceneを切り

し1

デッキ・フリッジは みんなのステージ

られる の関係

次のActivityを誘発する

圃 MAINFUNCTION 璽 THE FEATURE OF THE FUNCTION 
FLOW OF PEOPLE 

Galle「Y

Wo「kshop.Searching 

見ること、見られること この関係の中で

人がマンガとの関係を考える

RELATION 

し

きっかけが現れる

Museum内の開口は そのガイドである

視線の先には次の出会いが待っている
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Sachiko KIMURA 



Takamatsu Studio 2005 



LANDSCRAPER 丁akahiroOKA



phase sift 
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section sccllon section south elevation 

section section section east elevation 

SHANGHAI MODEL Kei丁ANAKA



モーゼ計画（口［動堰） 水質汚濁

Piazza AQUA AL丁

ヴェネツィアの糾たなランドマークとなる広場を梢：想する

ヴェネツィアは地球温咬化による海面LJ,昇のため、アク

ア・アルタ（高洲）の被害が深刻になり人工可動堰を設け

水量を調節し始めている

しかし一方で湾内の水を止めることによる水質汚濁や生

態系に与える影粋などが懸念されている

今日までヴェネツィアの湾は罰流の強い浄化作用により

扇々と！じき続けてきた

然にあらがしヽ人T的に高漏やi朝の満ち干きを制御す

るのでは九くカナル・グランテの出口に、それらを受け人

れ、活l甘した、罰かな生活空間としての祈たな広場を築

くことで水とともに繁栄し衰退し沈五ゆくヴェネツィアに

とって最も鮪舌的な建築が生まれる 3

丁akamatsuStudio 2005 
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LA PIAZZA AQUA ALTA Masayoshi NAKANISHI 







丁HE RIPPLE 

丁cace「emony

/.1 tea ceremony is the action which 
is to treat guests to the tea. 
111 tile series o「theaction, 
a host and guests pay regard to 
eacl1 othe「
w i tl1out 

M1inPmoto Studio 2005 

A space to treat guests with minimum architectural elements 
is a tea-ceremony room. 
A tea-ceremony room is so simple that guests can receive 
a hearty welcome. 
This tea-ceremony room is made by a set of two mesh、whichare 
enough elements for a host to treat guests. 
And the ones inside is shaped into the best to tea-ceremony 



Path to the tea ceremony room 

This path is 
world and the holy 
a tea 
On the 

atmosphere 

Making tea 

At the tea 
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マンガミュージアム京都／竹山スタジオ 日本のマンガは独自の進化を

遂げて、いまや質、量ともに世界に冠たるマンガ文化を形成するにいた

っている。こうしたマンガ文化をきっかけに新たな国際交流もまた生ま

れつつあるのであって、ここにマンガを新たな表現ジャンルとして認知

するとともに失われつつある創世記の記憶を取り集め、その歴史を刻み

込む必要が出てくる。その裏付けがあって初めて世界に日本マンガを紹

介することもできるからである。世界の日本文化研究者の集まる京都に

←の新しい日本文化の研究センターをつくりあげよう。〈マンガミュージ

アム京都〉はそのような背景を持って構想された。
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沈黙と饒舌／高松スタジオ 時に、人をして沈黙を強いる建築があり、

かつ、人をして饒舌へと誘う建築がある。時に、それ自身が沈黙以外の

なにものでもない建築があり、かつ、めくるめくほどに饒舌な建築がある。

建築の現れ、「様相」若しくは「様態」と記述する以外に無いそのような

総体を、「システム」や「体系」で補捉することなど不可能である。
...... 

とはいえ、いや、むしろであるがゆえに、建築を人間と共に在らしめる

ことへと開く営為、即ち「設計」は不毛でも不可能でもない。

時間の中の風景と建築／宗本スタジオ 誰も逃れることの出来ない平等

に覆いかぶさる硬直化した時間のもとで建築を考えるとき、建築設計で

は「時間」の問題をあいまいにしてきた。つまり、時間を拘束すること

で時間のもつ多様性を単一化し、その多様性を忘れ去ったのである。そ

こでは、建築は部分に分解され、また再構築されるのである。このよう

な増殖を繰り返し、肥大化した建築の風景の典型をニュータウンなどに

見ることが出来る。

この課題では、硬直化した時間とは異なる位相をもつ「時間」、たとえば「風

化」 「うつろい」 「仮設」 「不可視」など時間の様々な様相をキーワー

ドに、場所や対象を自由に設定して、風景と建築を問い直す。




